
 

 

 

 

 
 雨が続くこのところ、水温・気温が思うように上がらずに水泳授業を見合わせる日もあり

ましたが、13 日（月）は雨もやみ、予定通りに水泳参観を実施することができました。 

 本校では、例年、プログラムを組んで記録をとったりするのではなく、通常の授業に近い

学習を参観していただいています。毎時間行っている水慣れや、それぞれの学年の課題にあ

った練習や挑戦を中心とした内容でしたが、子どもたちの様子はいかがだったでしょうか。 

 「安全に気を付けて、しっかりがんばります！」の 6 年生代表の言葉のとおり、いつもの

授業以上に張り切っていた子どもたちでした。 

 

 

 
 前号でお知らせしました、第１５回平戸市「少年の主張」大会

が１１日（土）にありました。平戸市議会議場という初めて入る

場所での特別な雰囲気の中、代表の口石さんが発表しました。 

 本番では、緊張して練習の成果を１００％出し切ることは難

しかったかもしれませんが、大島と平戸の将来についての自分

の思いをしっかりと堂々と訴えることができました。 

 この発表で、自分の将来の夢を現実的な目標として、改めて考え直す機会にもなったこと

でしょう。どきどきの発表、代表として、よくがんばりました。(画像協力 市生涯学習課) 

 

 

 

平成２３年度から必修となり始まった「外国語活動」。今年

度から、５・６年生は「外国語」という教科となり、学習を続

けています。（３・４年生は、従来の外国語活動です） 

この学習のために、外国語指導教員（ALT）の配置をいた

だいてます。大島小では毎週水曜日にジェームズ先生に来校

いただき、生の英語に触れています。加えて、高学年授業に

は、小中連携の一環として、中学校英語担当の田尻先生にも

入っていただき、担任も含めた複数体制で、指導にあたって

います。教科化にともない、少し高度な内容となりましたが、

昨年度までの外国語活動での経験をふまえ、楽しんで学習に

取り組んでいます。       ジェームズ先生のサイン⇒ 
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